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シリカ球状微粒子
シリカ球状微粒子は、粒径が極めて小さく、その粒度分布は狭く、
また、表面が高度に疎水化処理されています。
このため、分散性、はっ水性、潤滑性、流動性に優れています。

●粒径分布が狭く、単分散で凝集がありません。
●各種粉体への付着性が良好で、流動性を向上させます。

特長

粒径分布 QSG-100 

一般特性

nm*

g/cm3

m2/g

%

10

0.46

1.8

172

67

30

0.46

1.8

143

67

白色粉体 

球状

QSG-10 QSG-30

110

0.44

1.8

25

67

QSG-100項目
製品名

＊ 平均粒子径はレーザー回析散乱法によるもの

■QSG-100

■金属ケイ素 ■ガラスフリット

■ナイロンの表面 ■ポリエステル粒子

■スチレン粒子に付着したQSG-100

各種粉体への付着状態 QSG-100 

外観

形状

平均粒子径

かさ密度

真比重

比表面積

疎水化度

（規格値ではありません)
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アクリル樹脂改質用シリコーン

特長 メリット

ラジカル反応性が高い
(特にアクリル)

密着性向上による強度アップ、 耐久性向上

R (官能基) 最少硬化線量(Mrad)

ビニル

メタクリル

アクリル

>10 

5

2

製品名
項目 Ｘ-12-1050

鉛筆硬度
テーバー摩耗試験

(⊿Haze, 500g荷重100回転)

>3H

2.7

■化学構造
■特長とメリット ■他のラジカル反応性シランカップリング剤との比較

※アクリロキシ基を有するシリコーンは、ビニル、メタクリロキシ基を有する
　シリコーンと比べて少ない線量で硬化が完了し、ラジカル反応性が
　極めて高いことが分かります。    

特長
アルキル鎖の延長（C8）による メリット

疎水性向上

柔軟性向上

無機フィラーの分散性向上
（低粘度化、高充填化が可能）

耐水性、耐アルカリ性の付与

可とう性付与

■化学構造
■特長とメリット ■無機フィラーの分散性比較（C3タイプとの比較）

特長 メリット

官能基数が多く反応性良好

官能基数が多い

揮発性が低い

造膜性がある

主鎖が有機基

強度アップ、 耐久性向上

表面硬度向上

高温下でも有効成分が機能

プライマーとしても有効

相溶性良好

■化学構造
■特長とメリット ■デュアル硬化（ＵＶ硬化 / 湿気硬化）材料の反応機構

■化学構造

特長 メリット

官能基数が多い

主鎖がシロキサン骨格

高硬度化

熱・光に強い

■化学構造
■特長とメリット ■高硬度化試験データ

特長 メリット

主鎖がシロキサン骨格

官能基数が多い

フッ素含有

熱・光に強い

高硬度化

防汚性付与

はっ水、はっ油性付与

■化学構造
■特長とメリット

組成
シラン処理シリカ 10部
多官能アクリル化合物 90部

*左：KBM-5803 分散性向上により、
透明性が向上

配合=シラン:硬化剤:重合触媒=100:5.5   
固化剤=テトラプトキシチタン  

硬化膜厚=5μm   
基材=PET コスモシャインA4300 (0.2mm厚)   

製品名 KBM-5803* KBM-503(C3タイプ)

外観

アクリルコーティング剤配合比
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート：80部
ヘキサンジオールジアクリレート：20部
2-ヒドロキシ-2-メチル-1フェニル-プロパン-1-オン：10部
上記アクリルコーティング/Si材料＝100/50wt%

塗布/硬化方法
膜厚: 約20um 
基材: ポリカエース(住友ベークライト株式会社製)　
ECK100クリア 2mm厚
UV硬化条件：高圧水銀灯　600mJ/cm2 　　窒素雰囲気

＝フッ素F

*官能基当量 (対Si(OR)3) 
　X-12-1048 = 1 
　X-12-1050 = 5 

アルキル鎖を延長 (C8)
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Si (OMe)3

Si (OMe)3 O O
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(MeO)3S i O

O

KBM-503(メタクリルタイプ）

(MeO)3S i O

O

(MeO)3S i O

O

(規格値ではありません)

Si(OMe)3

Si(OMe)3

有機鎖

アクリル

アクリル

Si(OMe)3

Si(OMe)3

有機鎖

Si(OMe)3

Si(OMe)3

有機鎖

ポリマー

ポリマー ポリマー
SiOSi

SiOSi

SiOSi

SiOSi

有機鎖

ポリマー
有機鎖

有機鎖

ポリマー

ポリマー

有機鎖

ポリマーポリマー

湿気硬化UV硬化

(規格値ではありません)

KBM-5103 (アクリルタイプ)

特長 メリット

官能基数が多く反応性良好

揮発性が低い

主鎖がシロキサン骨格

密着性向上による強度アップ、 耐久性向上

反応の安定性良好

熱・光に強い

■特長とメリット ■モノマー型との揮発性比較データ

製品名
揮発分　%

180℃×3h

7

100

150℃×3h

6

100

105℃×3h

3

71

KR-513

KBM-5103
(規格値ではありません)

製品名 鉛筆硬度

X-12-2475

X-12-2430C

ブランク

2.5

3.0

4.5

3H

2H

H

テーバー摩耗試験
(⊿Haze, 500g荷重100回転)

OMe

OMe

O O
OMe

OOOO

Si SiO O Si O

水系、溶剤系、UV硬化系など、さまざまなアクリル樹脂の改質に適用可能な製品をラインアップしています。
基材への密着性や、耐光性、耐熱性向上による「耐久性の改善」、はっ水性、硬度アップなどの「表面改質」、
また、フィラーの高分散化による「低粘度化」、「フィラーの高充填化」など、さまざまな機能性付与が可能です。

無機 - 有機カップリング剤 （アルコキシ基+アクリル基）
KBM-5103, KBM-503 モノマー型

KBM-5803 長鎖スペーサー型

関連材料 （シロキサン+アクリル基)
X-12-2475 シロキサン型

X-12-2430C フッ素含有型

X-12-1048, X-12-1050 ポリマー型

KR-513 シロキサン型
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エポキシ樹脂改質用シリコーン

特長 メリット

エポキシ基含有 密着性向上による強度アップ、 耐久性向上

製品名
揮発分　%

180℃×3h

20

-

150℃×3h

15

96

105℃×3h

7

34

KR-516

KBM-403

■化学構造
■特長とメリット ■エポキシシランの適用樹脂

■化学構造
■特長とメリット ■エポキシ樹脂-ガラス基材の密着性向上データ

特長 メリット

脂環式エポキシ基

シロキサン骨格

環状シロキサン構造

単一構造

高反応性、高Tg

熱・光に強い

硬化収縮が少ない

相溶性良好、反応性の制御が容易

特長 メリット

高フェニル含有

シロキサン骨格

高分子レジン構造

相溶性が良好

熱・光に強い

難燃性付与

応力緩和性付与

■化学構造
■特長とメリット ■エポキシ樹脂・ガラス基材の密着性・向上データ

特長 メリット

官能基数が多く反応性良好

揮発性が低い

主鎖がシロキサン骨格

密着性向上による強度アップ、 耐久性向上

反応の安定性良好

熱・光に強い

■化学構造
■特長とメリット ■モノマー型との揮発性比較データ

■化学構造
■特長とメリット ■エポキシ樹脂との比較

■化学構造
■特長とメリット ■耐衝撃性向上イメージ

＝メチル基または、
　フェニル基

アルキル鎖を延長 (C8)

(MeO)3S i O

O

KBM-403
(MeO)3S i O

O

KBM-303

(規格値ではありません)
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1%KBM-403* 1%KBM-4803

スペーサー伸長による効果
（18%強度UP）

エポキシ基による
カップリング効果

18%up18%up

8%up8%up
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KBM-403 X-12-984S

0

0

Si
Si

Si
Si

0
0

0

0

0
0

圧力・衝撃

強度 

耐熱性体積変化

吸水率

密着性 Tg

光透過率

 X-40-2670　
 エポキシ　
 脂環式エポキシ

(MeO)3S i

試験方法：①1%水溶液をガラス基材へ塗布　
②硬化物(エポキシ樹脂 / トリエチレンテトラミン）を
形成、密着強度を測定

*未処理を基準（100）として密着強度を算出　
KBM-403:グリシドキシプロピルトリメトキシシラン

シリコーン

樹脂

樹脂名

有機
官能基

ウ
レ
タ
ン
ラ
バ
ー

ポ
リ
サ
ル
フ
ァ
イ
ド

ブ
チ
ル
ラ
バ
ー

ネ
オ
プ
レ
ン
ラ
バ
ー

エ
ピ
ク
ロ
ル
ヒ
ド
リ
ン
ラ
バ
ー

ニ
ト
リ
ル
ラ
バ
ー

ポ
リ
ブ
タ
ジ
エ
ン
ラ
バ
ー

フ
ラ
ン

不
飽
和
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

ジ
ア
リ
ル
フ
タ
レ
ー
ト

ポ
リ
イ
ミ
ド

ウ
レ
タ
ン

エ
ポ
キ
シ

フ
ェ
ノ
ー
ル

メ
ラ
ミ
ン

Ａ
B
S

Ｐ
Ｂ
Ｔ・Ｐ
Ｅ
Ｔ

ウ
レ
タ
ン

ナ
イ
ロ
ン

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル

ア
ク
リ
ル

ポ
リ
ス
チ
レ
ン

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

エラストマー・ゴム熱硬化性樹脂熱可塑性樹脂

エポキシ ○○○

 

○○

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

特長 メリット

官能基数が多く反応性良好

官能基数が多い

揮発性が低い

造膜性がある

主鎖が有機基

強度アップ、 耐久性向上

表面硬度向上

高温下でも有効成分が機能

プライマーとしても有効

相溶性良好

特長
アルキル鎖の延長（C8）による メリット

疎水性向上

柔軟性向上

無機フィラーの分散性向上
（低粘度化、高充填化が可能）

耐水性、耐アルカリ性の付与

可とう性付与

R＝Me,Et

硬化膜厚=5μm   
基材=PET コスモシャインA4300 (0.2mm厚)   

O

O O

O

O

Si (OEt )3

S i (OEt )3 O

OO

有機鎖

O

OR

O

O

OR

OR

Si SiO O Si O

O O

OO

コーティング用途から成形物用途まで、さまざまなエポキシ樹脂の改質に適用可能な製品をラインアップしています。
基材への密着性や、耐光性、耐熱性向上による「耐久性の改善」、低硬化収縮や応力緩和などの「機械的性質の改善」、
また、フィラーの高分散化による「低粘度化」、「フィラーの高充填化」など、さまざまな機能性付与が可能です。

無機 - 有機カップリング剤 （アルコキシ基+エポキシ基）
KBM-303, KBM-403 モノマー型

KBM-4803 長鎖スペーサー型

関連材料
X-40-2670 脂環式エポキシシリコーン

KR-480 高フェニルレジン

X-12-981S, X-12-984S ポリマー型

KR-516、KR-517 シロキサン型



シリコーンパウダー
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信越化学が独自に開発したシリコーン複合パウダーをはじめ、シリコーンレジンパウダー、
シリコーンゴムパウダーの3種類の製品をラインアップ。

付与できる特性

一般特性

製品データ 分散性
液状エポキシ樹脂への分散性

●シリコーン複合パウダーKMP-601

●シリコーンゴムパウダー *
*シェアを掛けることにより、シリコーンゴムパ
ウダーも樹脂への分散性を向上させることが
できます。

シリコーンレジンパウダー
分子構造：三次元網目状

耐熱性
耐候性
樹脂への分散性
対有機溶剤

◎
◎
◎

膨潤しない

■特長

●KMP-706の電顕写真 ●シリコーンレジンパウダーのイメージ
圧力・衝撃

変形なし

シリコーンゴムパウダー＊
分子構造：直鎖状分子の架橋体

耐熱性
耐候性
樹脂への分散性
対有機溶剤

○
◎
△

膨潤する

■特長

●KMP-597の電顕写真 ●シリコーンゴムパウダーのイメージ

圧力・衝撃

変形

シリコーン複合パウダー
形態：ゴムパウダーをレジンで被覆した構造

耐熱性
耐候性
樹脂への分散性
対有機溶剤

○
◎
◎

ゴム部分が膨潤する 

■特長

●KMP-600の電顕写真 ●シリコーン複合パウダーのイメージ

圧力・衝撃

変形

滑り性・耐磨耗性

複合パウダー
レジンパウダー
ゴムパウダー

◎
◎
○

樹脂＆コーティング

シリコーン
レジンパウダー

滑り性・耐摩耗性

光拡散性

複合パウダー
レジンパウダー
ゴムパウダー

◎
◎
◎

樹脂＆コーティング

シリコーンレジンパウダー
シリコーンゴムパウダー
シリコーン複合パウダー

応力緩和性・耐衝撃性

複合パウダー
レジンパウダー
ゴムパウダー

◎
×
◎

破壊

シリコーンゴム＆
複合パウダーが圧力や衝撃を

吸収し、応力を緩和

圧力・衝撃 圧力・衝撃

樹脂＆コーティング

パウダー無添加 シリコーンゴム＆
複合パウダー添加

シリコーンレジンパウダー
●KMP-706  粒径分布図
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（規格値ではありません）

●KMP-706  耐熱性データ
 （温度による重量変化率）

重
量
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）
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シリコーンゴムパウダー
●KMP-597  粒径分布図
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積
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%
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●KMP-597  耐熱性データ
 （温度による重量変化率）
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）

（規格値ではありません）温度（℃）昇温速度：10℃/min
雰囲気 : 空気
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シリコーン複合パウダー
●KMP-600  粒径分布図

体
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）
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●KMP-600  耐熱性データ
 （温度による重量変化率）

重
量
変
化
率（
%
）

（規格値ではありません）温度（℃）昇温速度：10℃/min
雰囲気 : 空気
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ソフトフィール性

複合パウダー
レジンパウダー
ゴムパウダー

◎
×
◎

樹脂＆コーティング

シリコーンゴムパウダー
シリコーン複合パウダー

ソフトフィール性

＊シリコーンパウダーを分散させた水溶液もあります。

（規格値ではありません）

*◎：優れる　○：良い　△やや劣る　×：劣る

＊パウダー水溶液。 乾燥させることにより球状パウダーが得られます。

製品名項目
タイプ 形状 真比重 屈折率

ゴム部分 レジン部分平均粒径　μm 粒径分布　μm 含水率　% ゴム硬度
デュロメータA

KMP-600
KMP-601
KMP-602
KMP-605
X-52-7030
KMP-706
KMP-701
X-52-1621
X-52-854
KMP-597
KMP-598
X-52-875
KM-9729*
X-52-1133*

球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
球状パウダー
不定形パウダー
エマルジョン
エマルジョン

5
12
30
2
0.8
2
3.5
5
0.7
5
13
30
2
5

1～15
2～25
4～60
0.7～5
0.2～2
1～4
1～6
1～8
0.2～5
1～10
2～30
1～100
-
-

0.99
0.98
0.98
0.99
1.01
1.3
1.3
1.3
1.3
0.97
0.97
0.97
-
-

0.1
0.1
0.1
0.1
0.1
1
1
1
1
0.1
0.1
0.1
-
-

30
30
30
75
75
-
-
-
-
30
30
35
-
-

1.41
1.41
1.41
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UV硬化型シリコーン製品

Shin-Etsu 2017.2①1.M.G.Printed in Japan

当社のシリコーン製品は品質マネジメントシステムおよび
環境マネジメントシステムの国際規格に基づき登録された
下記事業所および工場にて開発・製造されています。

群馬事業所

直江津工場

武 生 工 場

ISO 9001 ISO 14001
（JCQA-0004 JCQA-E-0002）
ISO 9001 ISO 14001
（JCQA-0018 JCQA-E-0064）
ISO 9001 ISO 14001
（JQA-0479 JQA-EM0298）

シリコーン事業本部
〒100-0004 東京都千代田区大手町2-6-1

http://www.shinetsusilicone-global.com/''Shin-Etsu Silicone'' is a registered trademark of Shin-Etsu Chemical Co., Ltd.

お問い合わせ→ 営業第四部　TEL.03-3246-5152

このカタログは、nanotech 2017用に作成されたものです。

KER-4690-A/Bは、UV付加硬化型液状シリコーンゴムです。

●紫外線照射後数分で表面のベタ付きがなくなり、流動もなくなります。
●硬化前後においても、可視光から２５０nmまで吸収なく光を透過します。
●室温で硬化させられるため、硬化時の膨張を気にする必要がありません。

特長

一般特性 加熱による硬化時間短縮

（規格値ではありません)

（規格値ではありません)

一般特性

※硬化条件：UV2,000mJ/cm2 (365nm) + 23℃ × 24h

硬化条件   
1,厚さ2.0mmになるようにサンプルを容器に入れる。   
2,N₂雰囲気下でサンプルの上下の面からＵＶを照射する。   
3,それぞれの面のUV照射量は、2,000mJ/cm²。 

A:B 混合比＝1：1
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UV付加硬化型液状シリコーンゴム

KEDシリーズは、UVラジカル硬化型液状シリコーンゴムです。

●UVを照射することにより、直ちに硬化します。
●非接着タイプのため、造形物の製作が可能です。
●硬さの違う製品をラインアップしています。
●KED-1P,KED-2Pを混合することによって、
　物性の調整が可能です。

特長

UVラジカル硬化型液状シリコーンゴム KEDシリーズ

高粘度、低硬度
1,380 
1.457
19
1.2
230
1.044

KED-1P項目
製品名

低粘度、高硬度
540 
1.462
64
6.5
310
1.056

KED-2P

粘度

屈折率

硬さ デュロメータA

引張り強度

切断時伸び

比重   25℃

硬化前

ワンポイント

硬化後

mm₂/s

MPa

%

ｍPa・s

g/㎤

%

MPa

kN/m

%

無色透明
3,000
1.03
56
110
7.9
3
0.1

KER-4690-A KER-4690-B項目
製品名

外観

混合後粘度

密度

硬さ デュロメータA

切断時伸び

引張強さ

引裂強さ クレセント形

硬化収縮率

23℃
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